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「学びの場の新しいカタチ」と 
「新しい学びのカタチ」 
-第 17 回大図研オープンカレッジ参加報告- 
佐藤翔（min2-fly） 
 
 私は現在、筑波大学春日キャンパスでラー
ニング・コモンズのパイロットプロジェクト
に関わっている。必要な知識・情報の入手元
は海外論文や事例報告等が主であり、日本語
でのラーニング・コモンズの理念に関する説
明や国内での実践報告については飢えている
ところであった。今回の大図研オープンカレ
ッジはまさに渡りに船であり、大いに期待し
て臨み、期待以上のものを得ることができた。 
 講演、ディスカッションを通じて多くのト
ピックが提示され、どれも興味深いものであ
ったが、中でも興味をひかれたのは「いかに
学生の学習成果を高めるのか」という点であ
った。「ラーニング・コモンズ」という場だけ
用意しても学習成果が上がらないのであれば
意味があるとは言えず、これらの議論は十分
に行う必要があると考えられる。 
 ディスカッションの冒頭で茂出木さんが触
れられていたように、図書館が教育・学習に
踏み込むことにためらいを覚える人も多いだ
ろう。もちろん議論の中で永田先生もおっし
ゃられていたように、図書館員に教員と同じ
役割を果たせと言っても無理があるし、その
ような役割を行うことは望まれてもいない。
しかし例えば、畠山さんからお話のあった国
際基督教大学でのライティングセンター設立
構想などは、図書館員と教育・学習支援の在
り方の一例として参考になる。アメリカ等で
のラーニング・コモンズではＩＴセンターと
並んで連携先として挙げられることの多いも
のの一つがライティングセンターであり、そ
の理由として「学生が頻繁に文章を書く場所
である図書館はライティングセンターを設置
するのに最も適している」と言われている。
1) しかし現状、日本にはこのような役割を担
う組織が大学にない。学生がレポートや論文
を書けないことを嘆く教員はいるが体系的に
書き方を指導する者は少なく、またそのため
の時間が取れる環境にないことも事実である。
畠山さんの構想にあるように、図書館員を中
心に、教員と連携してライティングセンター
としての機能をラーニング・コモンズの場で
提供することが出来れば、論文・レポートの
質を大いに高め、学生の文章作成能力の向上
も見込めるのではないかと考えられる。 
 また、お茶の水女子大学での、現代 GP と
の連携によるキャリアカフェの試みも教員と
の連携例として興味深い。後日、茂出木さん
にお願いして実際にお茶の水女子大学のラー
ニング・コモンズを見学してきた。ラーニン
グ・コモンズの中（厳密には「中」ではなく
「隣」であるが）にプレゼンテーションやグ
ループ学習の出来るスペースを設け、オープ
ンなスペースで授業や学生の自主発表が行わ
れるキャリアカフェの光景は古代ギリシアの
アゴラを彷彿とさせる、「コモンズ」の在り方
を指し示す素晴らしい一例であり、大学での
学びそのものの革新の可能性すら感じさせる
ものであった。図書館が全てを企画するので
はなく、教員らの取り組み（現代 GP）と連
携することでこのような場を実現することが
出来たことは、相互連携の重要性を示すもの
であるとも言えるだろう。 
 これらの取り組みに共通するのは、学生が
情報を入手する過程（インプット）を支援す
るというこれまで考えられてきた図書館の役
割を超え、レポートやグループ学習の成果物、
プレゼンテーションなど、入手した情報から
学生が何かを生み出す過程（アウトプット）
の支援を（職員によるサービスやアウトプッ
ト環境の整備により）行おうとしている点で
ある、と受けとめている。これは学生がその
学習の成果物を生み出す過程を支援すること
で、より直接的に「学生の学習成果を高める」
ことに大学図書館が関与する新しいモデルの
提案であると言える。「アウトプットに積極的
に関与する」大学図書館モデルについては筑
波大学附属図書館研究開発室の次期電子図書
館システム企画書でも述べられているが 2)、
このような役割を図書館が担うためには電子
的学習環境（Virtual Learning Environment）
としての図書館システムを構築するだけでは
不十分であり、実際に学生がアウトプットを
しやすい環境（Real Learning Environment
＝RLE）を整備することも必要であるだろう。
ラーニング・コモンズは、まさにこの学生が
アウトプットを行いやすい RLE として位置
づけることができ、単に場を用意するだけで
なく如何にアウトプットを支援するのか、と
いう点についても合わせて考えていくことが
求められる。今回のオープンカレッジのサブ
タイトルを借りれば「学びの場の新しいカタ
チ」を提案する際には、同時にそこで行われ
る「新しい学びのカタチ」をも提案すること
が不可欠である、と言うことである。 
また、今回のオープンカレッジではあまり
取り上げられることがなかったが、RLE とし
てのラーニング・コモンズを考える上で今後
大きな役割を果たすだろうものとして、院
生・学生スタッフによる peer support が挙げ
られる。学生スタッフについてはお茶の水女
子大学で大学院生がソフトウェアや機器の使
い方について指導しているとの紹介があった。
アウトプットの支援、と言う観点からすれば
ツールに関する支援にとどまらず、主題知識
や専門性を有する院生/上級生のスタッフに
よる、アウトプットする中身そのもの
．．．．．．．．．．．．．．
へのサ
ポートがより効果的だろう。実際に筑波大学
で行っているラーニング・コモンズパイロッ
トプロジェクトの中では新入生が図書館情報
学に関連するレポートについて、院生・上級
生のスタッフに尋ねながら作成すると言うこ
とも日常的に行われている。学期末に全一年
生を対象に行った質問紙調査では「教職員よ
りも質問がしやすい」等としておおむね好評
を得ている。実際の効果については継続的に
評価して行く必要があるが、主要な観点の一
つとして指摘しておきたい。 
ラーニング・コモンズについて取り組むこ
とは、大学図書館が学生の学習成果を高める
ために、学習成果のアウトプットの過程その
ものを支援することへ舵を切ることなのであ
る。この点を意識して、図書館が新しい「学
びの場」だけでなく、新しい「学び」に関す
るビジョンを持ってラーニング・コモンズに
ついて取り組めば、大学図書館が高等教育改
革の中心に位置することも夢ではない。それ
どころかラーニング・コモンズ実現を真剣に
考えるなら当然そうあるべきだろう。今後は
このような観点からも大学図書館内での議論
が活発化することを期待し、自らもまた積極
的に参加していきたい。 
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